
様式第２号 (第７条第５号関係 ) 

誓約書及び同意書  

年   月   日  

 多可町長  様  

 

１  10 年以上の三世代同居をすること。  

親世帯及び子世帯の世帯員は、多可町三世代同居対応改修工事推進事業補助金

交付要綱第３条第２号に基づき、10 年以上継続して多可町にて三世代同居するこ

とを誓約します。  

なお、多可町三世代同居対応改修工事推進事業補助金の受給資格及び要件の確

認のため、親世帯及び子世帯の世帯員の住民登録状況や納税状況その他受給資格

に関する事項について、町が関係機関に調査を行うこと及び交付確定のあった日

から 10年間は、連絡なく交付の対象であることを調査することに同意します。  

２  暴力団員等でないこと。  

親世帯及び子世帯の世帯員は、多可町三世代同居対応改修工事推進事業補助金

交付要綱第３条第４号に規定にする暴力団員等でないことを誓約します。  

なお、暴力団等に所属していることに関して調査が必要となったときには、町

が求める必要な情報及び資料を遅滞なく提出するとともに、町が当該資料等を警

察署へ提供し、意見を聴くことに同意します。  

また、暴力団員等に所属していることが判明したときは、補助金の交付決定が

取り消され、又は補助金の返還が必要であることを確認し、これに同意します。 

３  補助対象者の要件を欠くこととなった場合に補助金の返還を行うこと。  

親世帯及び子世帯の世帯員は、事業完了から 10年を経過する前に、多可町三世

代同居対応改修工事推進事業補助金交付要綱第 15条に基づき、町長から補助金の

返還の命令があったときは、受領した補助金の返還を速やかに行うことに同意し

ます。  

４  住宅所有者以外の者が改修を行う場合、改修部分については造作買取請求権を

行使しないことを誓約します。  

５  事業完了後の状況報告をすること。  

親世帯及び子世帯の世帯員は、当該事業完了後 10年間、事業完了の翌年度と翌

年度から３年ごとに、当該事業に係る活用状況について多可町三世代同居対応改

修工事推進事業改修建築物活用状況等報告書（様式第 14号）により報告すること

に同意します。  

 

上記の内容について、親世帯及び子世帯の世帯員は誓約し同意します。  

 

親世帯の世帯主  住所                          

氏名（自署）          

 

子世帯の世帯主   住所                          

氏名（自署）          


